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愛
南
町
で
は
、
南
海
地
震
等
の
自
然
災
害
に
備
え
、
津
波
か
ら
の
避
難
訓
練
な
ど
「
い
ざ
と
い
う
時
、
ど
う
対
応
す
べ
き
な
の
か
」
に
つ
い
て
、
各
地
域
の

自
主
防
災
会
を
中
心
に
多
様
な
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
2
年
に
1
回
、
実
施
し
て
い
る
「
町
総
合
防
災
訓
練
」
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
、
今
一
度
「
暮
ら
し
の
安
全
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

9
時
30
分
、
四
国
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
、
愛
南
町
で
は
震
度
6
弱
を
観
測
と
の
想
定
で
行
っ
た
「
町
総
合
防
災
訓
練
」（
9
/
7
）に
、
陸
上
自
衛
隊

第
14
旅
団
、
愛
媛
県
警
、
宇
和
島
海
上
保
安
部
、
愛
南
警
察
署
、
愛
南
消
防
署
、
東
海
、
深
浦
、
満
倉
の
各
地
区
住
民
や
東
海
小
学
校
教
職
員
と
児
童
、
消
防

団
な
ど
、
約
1,
3
0
0
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
な
訓
練
内
容
は
、
車
椅
子
等
の
要
援
護
者
を
介
助
し
て
の
避
難
、
災
害
対
策
本
部
の
設
置
、
自
衛
隊
に
よ
る
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
や
愛
媛
県
警
機
動

隊
、
愛
媛
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
に
よ
る
負
傷
者
の
救
出
、
県
立
南
宇
和
病
院
や
医
師
会
の
医
師
・
看
護
師
に
よ
る
負
傷
者
の
救
護
、
東
海
小
学
校
児
童

と
消
防
団
に
よ
る
火
災
の
消
火
、
四
国
電
力
発
電
車
に
よ
る
電
力
供
給
訓
練
、
宇
和
島
海
上
保
安
部
の
巡
視
船
「
た
か
つ
き
」「
お
い
つ
か
ぜ
」
に
よ
る
救
援
物

資
の
搬
送
や
潜
水
士
に
よ
る
救
助
、
自
衛
隊
と
自
主
防
災
会
に
よ
る
炊
き
出
し
な
ど
、
多
種
多
様
な
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
海
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
地
震
体
験
車
、
降
雨
体
験
装
置
、
土
石
流
3
D
体
験
シ
ア
タ
ー
、
野
外
入
浴
セ
ッ
ト
、
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
体
験
な
ど
の
展
示
が
設
け

ら
れ
、
多
く
の
住
民
が
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
防
災
訓
練
終
了
後
、
東
海
公
民
館
で
実
施
さ
れ
た
研
修
会
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
の
高
須
賀
紀の

り

こ子
さ
ん
が
、
身
の
回
り
の
品
を

使
っ
た
応
急
手
当
法
や
高
齢
者
の
避
難
所
で
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
自
ら
の
被
災
地
で
の
活
動
体
験
を
交
え
な
が
ら
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
安
全
を
め
ざ
し
て
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災害対策本部の設置訓練

愛媛県警機動隊
による救助

宇和島海上保安部
による水難救助

医療チームによる
負傷者救護

町外の参加機関

愛媛県、愛媛県警、陸上自衛隊第
14旅団、自衛隊愛媛地方協力本
部、宇和島海上保安部、国土交通
省大洲河川国道事務所、松山地方
気象台、愛媛県防災航空事務所、
日本赤十字社愛媛県支部、(株)NTT
西日本四国、(株)NTTドコモ四国、
四国電力(株)宇和島支店、四国コ
カコーラボトリング(株)

陸上自衛隊による
家屋からの救出


